
「食クラスター連携協議体(FC/NW)」の活動について 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□生産者（農業者、漁業者等）や食品加工などの食産業、観光、流通、ものづくり（機械）、IT、建設などの
関連産業のほか、研究機関、産業支援機関、金融機関、消費者団体、行政など「北海道の食」の発展を願う
多くの方々が参画し、連携と協働により、各種事業（プロジェクト）を実施します。 

 
□事務局や支援機関で構成する「全道レベルのサポート体制」や道の１４(総合)振興局に設置した「地域推進
体制」が、様々な活動を支援します。 
 
□経産局や道の食クラスター関連事業予算や各種の支援施策の活用により、効果的な事業展開を行います。 

〔事業内容〕 
・ 高付加価値化（技術開発、新事業、生産性向上等）に向けた取組 
・ マーケティング・販路拡大の取組 
・ 道外からの投資促進（企業誘致など）に向けた取組 
・ 普及促進のための取組や調査・提言など 

〔活動のポイント〕 
１ 付加価値（利益、儲け）の向上を加速 
   付加価値を向上させるための多様で具体的な取組への挑戦を連携・協働により加速し、雇用・所得・人材

の確保に結びつけていきます。 
 
２ マーケット志向を強化 → 道外・海外へ！ 
   消費者ニーズにマッチした高度なマーケティングを進めるとともに、道外市場や中国を始めとする海外市

場に向けた新しいセールス・プロモーションに取り組みます。 
 
３ これまでの取組を発展。多くの新事業(プロジェクト)創出に挑戦 
   発展（普及）可能性の高い商品・技術・サービス等の発掘・開発・普及を図るとともに、各地域の取

組に共通する課題の解決に向けた情報・ノウハウを提供することに取り組むほか、新事業（プロジェ
クト）の創出にチャレンジします。 

 
４ 食 ＋ 関連産業の協働による総合産業化 
   食産業と関連産業の相乗的な発展を願う事業（プロジェクト）を推進し、効果的なバリューチェーン(価値

連鎖)の形成に努め、北海道ならではの食の総合産業（一次・二次・三次）の確立に繋げます。 
 
５ 地域での展開と全道レベルでの展開 
   各総合振興局・振興局ごとに、地域の特性を踏まえた推進体制を整備し、地域の取組にきめ細やかな対応

を行うとともに、全道レベルでは地域との連携による機動的で実効性のある取組を進めます。 
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食クラスター連携協議体(FC/NW) 

中核支援機関 

　・道総研 
　・中小企業総合支援センター 
　・ノーステック 
　・中小機構北海道支部

　・フード特区機構

　・北海道貿易物産振興会

　・はまなす財団

　・北海道食品産業協議会
　・JETRO 

 
　　　　　　　　　事務局 
道経連、JA 中央会、道経産局、道農政事務所、

道開発局、ホクレン、日本政策金融公庫、道

高付加価値化

販路拡大

 

 

○様々な食関連情報の入手 
(食クラスター連携協議体公式ホームページ
URL：http://www.fc-nw.jp/) 

 

○オール北海道の多様な交流 
(マッチング、フォーラム、インターネット、研究
会等) 

 

○これまでの事業(プロジェクト)の発展

 

 

 

○新しい事業(プロジェクト)の創出 

 

全道レベルのサポート体制 
（戦略タスクフォース） 

投資促進

（総合）振興局、市町村、一次産業団体、

商工団体、消費者団体、産業支援機関など 

－２－ 

多様な構成員間の連携・協働 

 

 

 

 

「北海道の

食」の発展を

願う企業・ 

団体等 

 (趣旨に賛同い
ただける方は
どなたでも参
画できます。) 

参 

画 

地域推進体制(14振興局毎に設定) 

普及促進

支

援

農商工連携、地域資源活用、産業クラスター
など様々な取組をさらに発展させ、付加価値
を向上 

個々の企業や北海道経済の発展につながる
新しい取組を効果的に推進 


